给仕 

其 他 曠原 紳士、 村の 娘 多勢、 

ベル、 

人数の 歡 IE- Piacienda, the society "TanTOO び- レ コ— 

ド、 ォ ー ケス トラ 演奏、 甲虫の 翅音、 

幕 あく。 

舞台 は、 中央よりも 少し 右手に、 赤 楊の 木 二 本、 電 

燈ゃモ —ルで 美しく 飾られる。 

その 左に 小さな 演壇、 

右手に ォ ー ケス トラ バンド、 指揮者と 楽 手 二 名 だけ 



さう 高くなる。 衣裳 係 暗 をす かし 見て 左手から 退場。 

みんなせ はしく コップ をと る、 給仕 酒 を 注いで ま は 

る。 山猫 博士ば かり 残る。 

山猫 博士 (立ち上がりながら) 「おいおい、 給仕、 なぜ 

おれに は 酒 を 注がん かご 

給仕、 (周章て ゝ 来る) 「はいはい、 相 済みません。 座つ 

ておいで だった もんです からつ いご 

山猫 博士、 「座って おいでになっても 立って おいでに 

なっても 我輩 は 我輩 ぢ やない か。 おっと、 よろしい。 

諸君 は 乾杯し やうと いふんだ な。 よしよ し。 ブ、 ブ、 

ブ 口 ー ジ ッ ト。 」 



(紳士 云 ひながら ガラスの コップ を 一 一つ 取って ファゼ 

口と キュ ステに 渡す。 

紳士 教師の コップに 藁 酒 をつ ぐ。) 

「あなたに は 何 を あげ ませう ご 

キュ ステ、 「さう だね、 葡萄 水 をお くれ ご 

給仕 「さう です か、 坊ちゃん も ご 

ファ ゼロ 「うん ご 給仕 注ぐ。 

(山猫 博士、 紳士と 盃を 合せ、 酒 をな め 横 眼で 二人 を 

見ながら 云 ふ) 「どうも 水 を 呑む やつらが 来る と 広場 

も 少しし らぱ つくれる ね ご 

紳士 四 「え、、 何せ まだ 子洪 ですから、 それに そちら 



はた ぶん カトリックの 信者で いら つ しゃい ますから ご 

山猫 博士、 「あ、、 カトリックで すか。 私 も 祖父が きつ 

い カトリックで したがね。 どうもい かんね、 カトリ ッ 

クは。 おい 注いで くれ ご 

(ォ— ケス トラ はじまる。) 

山猫 博士 「おいおい そいつで なしに キヤ ッッホ ヰスカ 

ァ とい ふやつ を やって もら ひたいな ご 

楽長 「冗談 ぢ やない、 猫の ダンス なんて ご 

山 〔猫 博士〕 「やれ、 〔〕 やれ、 やらん かご 

(ォ ー ケス トラ はじまる) 

みんな コップ をお いて 踊る。 キュ ステも 入る。 山猫 



博士、 調子 は づれの 声で ォ— ケス トラに 合せながら、 

みんなの 間 を 邪魔す る やうに 歩き ま はる。 猫の 声の 

時 はねあがる。 近くの もの にげる。 ファ ゼロ 立って 

口笛 を 吹く。 衣裳 係、 帰って来る。 キュ ステの 脚絆 

解ける 〔。〕 誰かが 云 ふ。 

「もしもし 脚絆が 解けました よご 

(キュ ステ列 を 離れる。 衣裳 係が 走って 行って それ を 

巻きながら 云 ふ。) 

「どうも 困ります ぜ、 こんな 工合 ぢゃ。 それでも 衣裳 

の 整 はない のが あっち や、 こっちの 失態です しね、 え、、 

どうも こんな こ つち や 困ります ぜご 



(曲 変る。 みんな 踊り を やめる。 コン フェツ トウ をな 

げる もの、 盃を あげる もの。) 

牧者 ( 一 歩 出る) 「レディ ス アン、 ゼン トル メン、 わた 

くしが 一 っ唱 ひます。 ええと、 楽長さん。 フロ ー ゼン 

トリ— の ふし を 一 つねが ひません かな ご 

指揮者 「フロ ー ゼン トリ ー なんて そんな 古く さい もの 

知りません な。」 

楽 手た ち 「そんな もの 古く さいな ご 

牧者 「困った な あご 

鼓 器楽 手、 「わたし は 知って ますが ね、 どうも 鼓 器 だけ 

ぢゃ 仕方ない でせ うご 



牧者、 「あ、、 沢山です。 では どうか※ 〔# 「金 + 支」、 

344-16U で リヅム だけと つて 下さいません かご 

鼓 器楽 手 「リ ヅム といって たゾ かう です よご 

(鳴らす。 みんな 笑 ふ) 

牧者、 「ああ それで 結構です。 (唱 ふ) 

けさの 六 時 ころ ワルト ラ ワラの 

峠 を わたしが 越え やうと したら 

朝霧が そのと きに ちゃう ど 消え かけて 

一 本の 栗の 木 は 後光 を 出して ゐた、 

わたし はいた y きの 石に こしかけて 

朝め しの 堅パ ンを 嚙ぢり はじめたら 



その 栗の 木が に はかに ゆすれ だして 

降りて 来たの は ニ疋の 電気 栗鼠 

わたし は 急いで ご 

山猫 博士 「おいおい 間違つ ちゃい かんよ ご 

牧者 「何 だって ご 

山猫 博士 「今朝 ワルト ラ ワラの 峠に、 電気 栗鼠の 居た 

害 はない。 それ は 力 マイ タチの 間違 ひだらう。 も 少し 

精密に 観察して 貰 ひたいね ご 

牧者 「さう でした かご (首 をち、 V めて みんなの 中に 入 

る。) 

山猫 博士 「今 S は がうた ふよ。 



つめくさの 花の 咲く 晚に 

ポランの 広場の 夏 まつり 

ポランの 広場の 夏の まつり 

酒 を 呑まずに 水 を 呑む 

そんな やつらが でかけて 来る と 

ポランの 広場 も 朝になる 

ポランの 広場 も 白ぱ つくれる ご 

(みんな 気の毒 さう に 一 一人の 方 を 見る) 

キ ュステ 「おい、 ファ ゼロ、 もう 行かう ご 

フ 〔ァ〕 ゼロ (泣き出し さう になり なが 〔ら〕 演壇に 

のぼり、 唱ふ) 



「つめくさの 花の かほる 夜 は 

ポランの 広場の 夏 まつり 

ポランの 広場の 夏の まつり 

酒く せの わるい 山猫が 

黄い ろの シャツで 出かけて くると 

ポランの 広場に 雨が ふる 

ポランの 広場に 雨が 落ちる」 

山猫 博士 (憤然として) 「何 だ 失敬な。 決闘 をし ろ、 決 

闘 を ご 

キ ュステ 「馬鹿 を 言へ。 貴 さまが さきに 悪口 を 言って 

置いて、 こんな 子供に 決闘 だなん て ことがある もんか。 



おれが 相手に なって やらう ご 

山猫 博士、 「へん、 貴 さまの 出る 幕ぢ やない。 引っ込ん 

でゐ ろ。 こいつが 我輩 を 〔侮〕 辱した から 我輩 はこい 

つ へ 決闘 を 申し込ん だの だ ご 

キュ ステ、 (ファ ゼロ をう しろに かば ふ。) 「い、 や、 眚； 

さま はおれの 悪口 を 言った の だ、 おれ は 貴 さまに 決闘 

を 申し込む の だ。 全体き さま はさつ きから 見て ゐ ると 

さもき さま 一 人の 野原の やうに 威張り 返って ゐる。 さ 

あ ピストル か 刀 かどつ ちか を 撰べ ご 

山猫 博士 (たじろいで 酒 を 一杯の む。) 「黙れ、 きさま 

は 決闘の 法式 も 知らん なご 



キ ュステ 「よし、 酒 を 呑まな け あ 物 を 言へ ないやうな 

そんな 卑怯な やつの 相手 は 子供で たくさんだ。 おい 

ファ ゼロ、 しっかり やれ、 こんな やつ は 野原の 松 毛虫 

だ。 おれが 介 添 を やらう。 めちゃくちゃ にぶん 撲 つて 

しまへ ご 

山猫 博士、 「よし、 おい、 誰か おれの 介 添 人に なれ ご 

田園 紳士 二、 「まあまあ、 あんな 子供の ことです からど 

うか 大目に見て やって 下さい。 今夜 はたの しい 夏 まつ 

リの晚 ですから ご 

山猫 博士 (なぐりつける。) 「やかましい。 そんな こと 

はわ かって ゐる。 黙って 居れ。 おい、 誰か おれの 介 添 



をし ろ。 おい、 ミラ ァ きさま やれ ご 

葡萄園 農夫 「おいら あやだよ ご 

山猫 博士、 「〔臆〕 病 者、 〔お〕 い、 ケルン、 きさま やれ ご 

田園 紳士 三、 「おいら あやだよ ご 

山猫 博士 「おいてめ いやれ ご 

田園 紳士 四、 「おいら あやだよ ご 

山猫 博士、 「よし 介 添 人な ど いらない。 さあ 仕度し ろご 

キュ ステ、 「きさま も 仕度し ろご (ファ ゼロに 仕度 させ 

る) 

山猫 博士 「剣 か ピストル かどつ ちか を えらべ ご 

キュ ステ、 「どっちで もき さまの い、 方 を とれ ご 



山猫 博士、 「よし、 おい 給仕、 剣 を 二 本 持って来 いご 

給仕 「こんな 野原 剣が ありません。 ナイフで いけ ませ 

ん かご 

山猫 博士 「ナイフで い、 ご 

給仕 「承知し ました ご (退場 洋食 用の ナイフ を 二 本 

持って来て 渡す。) 

山猫 博士 「さあ どっちで もい、 方 を とれ ご 

ファ ゼロ、 ( 一 本 をと り 一 本 を 山猫 博士に 投げて 渡す。) 

山猫 博士、 「さあ 来い ご 

キュ ステ、 「よし、 ファ ゼロ、 さあし つかり やれ ご 

(闘 ふ、 ファ ゼロ 山猫 博士の 胸 をつ く。 山猫 博士、 周 



章して かけ ま はる。) 

「おいおい、 やられた よ。 誰か 沃度 ホルムが ないか。 

過酸化水素 を もって ゐ ないか。 誰かない か。 やられた 

よ。 やられた ご (気絶す る) 

キュ ステ、 「よくいろ いろの 薬の 名前 を 知って やが るな。 

な あに 傷 もっけ あしない よご 

牧夫 「水 を かけて やらう ご (如露で 顔に 水 をそゝ ぐ。) 

山猫 博士 (起き あがる) 「あ、、 こ、 は 地獄 かね、 おや、 

ポランの 広場へ 逆戻り か。 いや、 こいつ はいけ ない。 

え、 と、 レデ ー ス アン ヂェン トル メン、 諸君の 忠告 

によって 業 は 退場し ます。 さよなら ご (すばやく 退場、 



みんな ひどく 笑 ふ。 拍手、 コン フェツ トウ、) 

葡萄園 農夫 (演壇に 立つ。) 「諸君、 黄い ろな シャツ ッ 

を 着た 山猫 釣りの 野郎 は、 正にし つぼ をまい て 遁げて 

行った。 つめくさの 花が ともす 小さな あかり はいよ い 

よ 数 を 増し その かほり は 空気 いっぱいだ。 見た まへ。 

天の川 はおれ はよ く は 知らな 〔〕 いが、 何でも X とい 

ふ 字の 形に なって しらじらと そらに かかって ゐる。 か 

ぶと むしゃび らう どこが ね は 列に な つ て ぶんぶん その 

下 を ま はって ゐる。 愉快な 愉快な 夏の まつり だ。 誰も 

もう 今夜 はくら しのこと や、 誰が 誰よりも どう だとい 

ふやうな、 そんな みっともな いこと は考 へるな。 お、、 



おれたち はこの 夜 一ばん、 東から 勇ましい オリオン 星 

座が のぼるまで、 この つめくさの あかり 照らされ、 銀 

河の 微光に 洗 はれながら、 愉快に 歌 ひ あかさ うぢ やな 

いか。 黄い ろな 藁の 酒 は 尽き やうが、 もっとき れいな 

すきと ほった 露 は 一ばん そらから 降りて くる。 お、 娘 

たち、 (町の 人形 どもの やうに、 手数 を 食った 馬鹿げた 

着物 を 着ないでも、) お前た ち は ひときれの 白い 切 を 

かぶれば、 あと は 葡萄 い ろ の 宵 やみや 銀河から 来る 鈍 

い 水銀、 さまざま の 木の 黒い 影 やらが ひとりでにお ま 

へ たち を 飾る の だ。 

あ、、 山猫の 云 ひぐ さで はない が、 



ポラン の 広場の 夏 まつり 

ポランの 広場の 夏 まつり とかう だ ご 

(壇 を 下る 拍子、 歓声、 ォ— ケス トラ、 〔数 文字 空白〕 

を 奏する 円舞 はじまる。 

幕) 
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